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2Wa－4 木材の変退色における赤外線の影響

　昭和女大家政　　○中山　栄子

〔(社)日本家政学会

目的：木材の変退色を起こす原因として、一般には紫外線と可視光線が考えられている。
　　　そこで、暴露試験と促進退色試験を行い赤外線め影響の有無について検討した。

試料：一般建築用材より針葉樹５種、広葉樹４種

方法:①アンダーグラス暴露台を用い、本学ﾍﾟｻ館扉卜（東京都世田谷区）にて約３年間
　　にわたって暴露を行った。暴露台と同位置に設置した積算照度計より積算照度を、紫

　　外（UV:300-400nm)、可視(vr:400-700nm）、赤外(IR: 700-1200nni）に分けて測定し、

　　木材の変退色との関係を調べた。

　　　②キセノンフェードメーター試験においては、キセノンランプのまわりに赤外カッ
　　トフィルターを装着した場合と用いなかった場合に分けて促進退色試験を行い、①と

　　同様に変退色との関係を調べた。

結果：①アンダーグラス暴露試験において生じた変退色（L゛､a゛､h’△E’を、UV+VIある
　　いはUV+VI+IRの積算照射量で評価したところ、両者に有為な差はみられなかった。

　　従って、変退色を評価するパラメーターとして、どちらも用いる事が可能であると思
　　われた。

　　　②赤外カットフィルターの有無に関わらず、ほぼ同量のUV+VIの積算照射量が照射

　　されるように設定したところ、変退色は目視しただけても明らかに差が生じていた。

　　赤外線をカットすると、L゛.a゛､b゛.△E゛全ての変化が小さくなり、赤外線が変退色を
　　促進している事が明らかとなった。

2Wa－5 新潟市における基礎断熱施工住宅の夏季の温熱環境について

　新潟大教育　　○五十嵐由利子　　大山麗子　　柳下史子

目的　　寒冷地において、冬季の床温低下を防止するため基礎断熱施工を行い、布基礎

に換気孔を設けない住宅が建築されてきている。このような床下空間を暖房し、間接的な

床暖房を行う例も見受けられる。一方夏季においては床下空間は外気温より低温となるこ
とが予測され、防暑の点からも関心がもたれている。そこで、寒冷地とは言え、夏季は蒸

暑気候となる新潟市において､･どの程度夏季に効果的な施工方法であるかを検討するため
実態測定を行った。

方法　　新潟市に1 993年２月に完成した基礎断熱施工佳宅を対象に、床下および室内の

温熱環境の実測を1993年7･8月に実施した。対象住宅の布基礎は外側に厚さ30ntniの断熱
材で断熱されており、土間は防水シート。断熱材の上にコンクリートで仕上げられている。

また、床下空気が1 ･ 2階に流れるよう吹出し口が各室に設けられている。
結果　　1 )床下空気温の変動は外気温より１日程度の遅れで変動し、外気温の最高が

2 8"Cに達したのに対し、2 5*Cを越えることはなかった。　2）1階の吹出し口温度は、

床下より高くなることが多く（室iSa.の高い日は床下より2 "C前後高温）、室温より1 °c前
後低く、フローリング床表面と同程度の値であった。また、2 階吹出し口の温度は、1 階

吹出し□の温度より1 °c前後高い値であった。　3 ）室温は床表面及び吹き出し□の温度
より外気温の影響を受けて変動していたが、グローブ温度は室温より0. 1～0.2°C低い日

が多かった。　4 ）床下の相対湿度は外気温の高いときに高くなる傾向にあったが、日平

均は74～80％の範囲内であった。
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